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産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 

グリーン電力の普及促進等分野ワーキンググループ（第６回） 

議事録 

 

◼ 日時：令和 5 年 8 月 31 日（木）11 時 00 分～12時 00 分 

◼ 場所：オンライン（Webex） 

◼ 出席者：（委員）高村座長、植田委員、志村委員、鈴木委員、関根委員 

        竹内委員、藤田委員、松井委員、松本委員 

    （オブザーバー）NEDO 弓取理事 

◼ 議題： 

1. 個別プロジェクトに関する研究開発・社会実装計画（案）について 

「次世代太陽電池の開発」 

 

◼ 議事録： 

○高村座長  それでは、少々定刻を過ぎておりますけれども、ただいまから産業構造審

議会グリーンイノベーションプロジェクト部会グリーン電力の普及促進等分野ワーキング

グループの第６回会合を開会いたします。 

 本日は、オンラインでの開催となります。 

 委員の皆様の御出欠ですけれども、本日は９名全員に御出席いただいております。今回

から、株式会社三菱ＵＦＪ銀行サステナブルビジネス部企画開発グループの志村幸美上席

調査役にも御参画いただきます。志村委員、もしよろしければ、一言御挨拶をお願いでき

ますでしょうか。 

○志村委員  高村先生、ありがとうございます。ただいま御紹介に上がりました、三菱

ＵＦＪ銀行の志村と申します。日本のＧＸ促進においても、グリーンイノベーション基金

はとても重要な位置づけにあると認識しております。本ワーキンググループでは、主に社

会実装に向けて、金融という立場から発言させていただければと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○高村座長  志村委員、どうもありがとうございます。これからよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、本日の議事に入る前に、会議の注意点について、事務局から御説明をお願い
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できますでしょうか。 

○笠井室長  事務局でございます。 

 本日の会議につきましては、プレス関係者を含めまして、会議終了までYouTubeによる

同時公開としてございます。また、会議資料や議事の概要につきましては、経済産業省ホ

ームページに掲載させていただくようにいたします。 

 以上でございます。 

○高村座長  ありがとうございます。 

 それでは、早速ですけれども、本日の議事に入ってまいります。 

 議事に先立ちまして、本日の議論の進め方について、事務局から御説明をお願いいたし

ます。 

○笠井室長  資料２を御覧いただければと思います。本日の議論の進め方ということで

ございまして、今日の議論につきましては、次世代型太陽電池の開発プロジェクトにおき

まして、ペロブスカイト型太陽電池の実証規模の拡大についてです。取組を拡大、追加す

る研究開発項目の背景、それから概要について資源エネルギー庁より御説明の上、委員の

皆様より御質問いただき、議論させていただきたいと考えてございます。 

 御議論いただきたい事項としましては、別紙につけてございます。これはいつもプロジ

ェクトの組成という観点から御議論いただく際の論点としてお示ししているものでござい

ます。あくまでこれは御参考ということでありますので、これに限らず、委員の皆様の御

知見、それから御専門の観点から御議論いただければと考えてございます。いずれにして

も御参考ということで御参照いただければと考えてございます。 

 また、本日、追加、拡充ということで、既存の取組に追加していくという議論でござい

ます。通常、新しいプロジェクトを立てる際には、１回目に概要とか背景を議論させてい

ただいて、２回目にもう少し詳細な議論をしてということで、ツーステップでやっている

のですけれども、今回については、追加、拡充ということでありますので、本日、議論を

御了解いただければ、速やかに本日議論いただいた内容を進めていく。実際の契約の変更

であるとか公募であるとか、そういうプロセスに進めていくということを前提に御議論い

ただければと考えてございます。 

 事務局からは以上です。 

○高村座長  ありがとうございます。それでは、早速ですけれども、「次世代型太陽電

池の開発」プロジェクトにおける取組内容の拡充について、本日新たに御議論いただきま
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す。研究開発、社会実装の方向性及び研究開発・社会実装計画（案）について、プロジェ

クト担当課、資源エネルギー庁新エネルギー課から資料３、資料４に基づいて説明をお願

いしたいと思います。説明の後、ぜひ委員の皆様にお１人ずつ御意見を伺いたいと思って

おります。それでは、能村課長、お願いできますでしょうか。 

○能村新エネルギー課長  資源エネルギー庁新エネルギー課長、能村でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 資料を投影させていただいております。まず資料３に基づきまして、今回の背景及び加

速化に向けた取組につきまして御説明させていただきたいと思います。 

 資料をおめくりいただいて２ページ目でございます。まず、次世代型太陽電池、いわゆ

るペロブスカイトと言われるものでございますけれども、その前提といたしまして、日本

におきましては、太陽光の設置は適地が非常に限られている状況でございます。左側下の

表がございますけれども、主要国におきまして平地面積当たりの太陽光発電設備の容量は、

実にドイツの２倍程度ということもございまして、日本については、入りやすいところに

は既に太陽光が入ってきているところでございます。こうした適地が非常に限られている

中で太陽光の目標、カーボンニュートラルの実現、また、2030年エネルギーミックス実現

のために、さらにそのポテンシャルをしっかりと見いだして設置していくことが重要でご

ざいます。 

 そういう観点で３つ目の黒丸に書いてございますけれども、既存の技術では設置できな

かった場所に、ペロブスカイトは耐荷重の小さい工場の屋根ですとかビルの壁面といった

ところへの導入も進めることが可能であるというものでございます。こうした軽量で柔軟

といった特徴を兼ね備えた面での性能を生かしていくことを技術開発でやっているところ

でございます。 

 次のスライド３ページ目を御覧いただければと思います。様々な太陽電池があるわけで

ございますけれども、その中でシリコン系、今一番普及しているのが左下でございます。

他方で、シリコン系は非常に重いガラスで挟み込むこともございまして、重量も多く設置

場所は野立て、また、新築の屋根が中心になっているところでございます。 

 今回御議論させていただいておりますペロブスカイトは一番右側に書いてございますけ

れども、ペロブスカイト太陽電池は、有機と無機のハイブリッドの素材で、日本発の技術

であり、その発電効率自体も大幅に向上しており、シリコンの太陽光発電に対抗し得るも

のとして有望視されている状況でございます。 
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 次のスライド４ページ目でございます。日本におけます取組状況については、グリーン

イノベーション（ＧＩ）基金を通じまして、製造技術の確立に向けた技術開発を急ピッチ

で行っているところでございます。 

 このＧＩ基金の中で採択させていただいている積水化学工業は、資料の枠の中の左に入

ってございますが、柔軟なフィルム型の太陽電池を開発されている。また、右側の東芝は、

メニスカス塗布方法を用いてフィルム型の太陽電池を作製している。また、左下のカネカ

は建材一体型の取組。また、京大発ベンチャーのエネコートはＩｏＴ機器など、建物用へ

の展開も含めた太陽電池を開発されている。その他、アイシンは、スプレー工法の技術の

研究開発を進められているところでございます。 

 ペロブスカイトでございますが、こうした技術を様々な日本企業が今まさに研究してい

るわけでございますが、特徴としても①、②、③に書いていますとおり、①少ない製造工

程で製造可能で、製造コストが大幅に下げられるのではないかとの見通し。また、②柔軟

性、軽量性は先ほど申し上げたとおりです。③主要な材料であるヨウ素の生産量は、日本

が世界シェアの３割、１位がチリでございますけれども、世界第２位を占めているという

状況で、こうしたシリコン系の太陽光電池以外での実用化可能な技術として、原材料のサ

プライチェーンの観点からも非常に有望なものだと考えているところでございます。 

 一方で５ページ目でございます。当然これは日本だけの取組ではございません。世界各

国での研究開発の競争にしのぎを削っている状況でございます。 

 例えば、中国のDaZhengという企業がありますけれども、この７月にも100メガワット級

の生産ライン構築に向けた調印式を開催したということでございます。また、左下のＧＣ

Ｌにおきましても、非常に大規模な投資を行っておられて、量産に向けた体制構築を進め

ている状況でございます。 

 また、欧州におきましても、英国・オックスフォードＰＶはペロブスカイト・シリコン

のタンデム型を中心とした取組をされており、2025年前後の大量生産を目指すといったと

ころ。また、右下、ポーランドのサウレは、資料に示す取組を実施しているところでござ

いまして、様々なマーケットを目指して、それぞれの研究開発が進んでいる状況でござい

ます。 

 特にこうした中で、中国のベンチャー企業のみならず、世界中での研究開発、生産投資

等の取組が行われており、非常に厳しい競争環境にあると認識しているところでございま

す。 
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 ６ページ目、次世代型太陽電池開発ということで、まさにグリーンイノベーション基金

で取組をさせていただいているところでございます。大きく３つのステップでございます。

①ラボレベルでの研究開発というところで、高い性能。特に「変換効率」のみならず、実

際の実用等を考えました「耐久性」が非常に重要でございます。 

 また、②大型化で、大量生産を考えますと、小さなモジュールではなく、大型化した上

で量産していくことが重要でございまして、それを両立する製造技術の開発に取り組んで

いるところでございます。 

 また、③社会実装を目指した上で、ユーザーと連携した実証ということで、実際に様々

なオケージョンでの取組をやっていく必要がある。これをある意味、ステップ・バイ・ス

テップで実施し、サイクルを非常に短期間で回していくということを併せてやっていく必

要があり、一気通貫で取組させていただいているところでございます。 

 ７ページ目、８ページ目は既存の取組でございます。先ほど一部御説明させていただき

ましたが、７ページ目は実施体制で、各企業の取組、採択企業を出させていただいてござ

います。ここではまさに基盤技術の開発を各企業中心にやっていただいております。 

 また、８ページ目でございますが、第１ステップのところに関連いたしますけれども、

共通要素につきましては、研究開発の基盤である開発を行うということで、産総研さん中

心の事業を実施している。事業イメージが下に書いてございますけれども、結晶構造など

の技術開発、材料組成の開発、分析・評価技術開発などに取り組んでいる状況でございま

す。 

 進捗について９ページ目ですけれども、ペロブスカイト太陽電池の研究開発状況という

ところで、先ほど申し述べたとおり、ヨーロッパ、中国を中心に技術開発競争が激化して

ございます。ペロブスカイト太陽電池は日本発の技術ということもありますけれども、特

に耐久性などを含めまして、日本は世界最高水準に位置していると認識しておりますが、

この研究開発競争激化の中で、いかに早く大型化、耐久性を踏まえた大量生産、製品化で

きるかが非常に求められている状況だと考えてございます。 

 一方で、大型化、耐久性というところでは、まだ半歩、一歩リードしているところもあ

るのかなというところで、積水化学の場合には、現在30センチメートル幅のペロブスカイ

ト、ロールtoロールでの連続生産が可能、耐久性も10年相当、また発電効率15％の製造に

成功しているということで、今後、１メートル幅での量産化技術を確立させて、2025年の

事業化を目指しているといった取組もございます。 
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 10ページ目でございます。政府といたしましても、こうした量産技術の確立ということ

で、ＧＩ基金の中での取組をさらに加速化していくことが１つの大きな柱でございます。 

 あわせまして、生産体制整備というところで、2030年までの早期にいわゆる大量生産、

コストメリットが考えられますギガワット級の量産体制構築を目指していくということで、

今回の概算要求におきましても取組を強化していきたいと考えているところでございます。 

 また、あわせまして、生産と同時に需要の創出というところで、早期に公共分野におけ

ます導入を促していくような目標の検討でございますとか、あわせて海外市場の開拓も検

討していく必要があると考えてございます。右下の３つ目に書いてございますとおり、特

に欧州等とも連携しながら、耐久性ですとか、また、現在、太陽光パネルでも課題になっ

ております廃棄・リサイクルの問題も、ペロブスカイトにつきましては、ある意味、廃

棄・リサイクルを一体的に考えていくことで、しっかりとしたサーキュラーエコノミーの

中で位置づけていくことも重要なのかなと思ってございます。 

 こうした中での国際標準や制度を併せて構築していく中で、ペロブスカイト太陽電池の

国際的なマーケットづくりにも一体的に取り組んでいきたいと考えてございます。 

 11ページ目です。再エネ・水素等関係閣僚会議において、当然、経産省だけの取組では

ございません。環境省、国交省をはじめとして関係する省庁が一体的な取り組みとのこと

で、特に11ページ目の最後のパラグラフですけれども、需要創出については、特に公共施

設、学校施設なども含めて、また空港の駐車場、鉄道の法面などの公共インフラといった

様々な分野への導入についても、政府の関係閣僚会議でアクションプランを作成している

ところでございます。 

 資料12ページ目でございます。骨太の方針におきましても再生可能エネルギー導入に向

けたイノベーション加速が技術自給率の向上につながるというところで、ペロブスカイト

太陽電池を具体的に盛り込んでいるということ。また、右側の総理の国会会期末の記者会

見におきましても、公共インフラ、建築物の壁面などに貼り付けられるペロブスカイト太

陽電池などについての投資、技術開発の後押し、そして欧米等との普及や標準づくりにつ

いての御発言をいただいているところでございます。 

 先ほど申し上げました13ページ目ですが、ＧＸ関連の概算要求におきまして、真ん中に

赤枠でくくってございますけれども、生産拠点の中でも重要な国内サプライチェーン構築

支援というところで、ペロブスカイト太陽電池なども含めまして、５年で1.2兆円規模の

投資を促していくような支援策も検討するということで、今回、概算要求に盛り込んでい
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くところでございます。 

 本日、御議論いただくところにつながってまいりますが、14ページ目でございます。ま

さに今回、ＧＩ基金におきまして各国との研究開発の競争、もしくは、いかに大量生産に

向けた取組を進めていくのかといった中で、ＧＩ基金において追加、加速化を御議論をさ

せていただいているところでございます。特にそれぞれのステップごとに加速化、充実化

させていきたいと考えているところでございます。 

 14ページ目の左下でございます。まず、①研究開発の基盤でございますけれども、現時

点で最適な材料を探索、分析評価技術を開発しているところでございますが、先ほど申し

上げたとおり、30センチ幅だったものが１メートル幅など、大型モジュールが大量生産に

不可欠でございます。こうした大型モジュールに対応した組成分布などの基盤技術の拡充

等を行いながら取組をしていく、また、そういう中での取組もフェーズ３の最終年度を念

頭に、これは資料４にも書いてございますが、毎年しっかり検証していくわけでございま

すけれども、最大５年間の延長を見ていってはどうかと考えているところでございます。 

 ②でございます。これまで研究開発というと、実用化して、その上で実証というステッ

プ・バイ・ステップでやって、どうしてもリードタイムがかかってきたところが反省とし

てあるのではないかということで、そこのリードタイムをいかに縮めて、現場のマーケッ

トインの発想も含めて、研究開発の要素を実態のものと併せて、それをなるべく早く研究

開発に取り組んで行き、さらにサイクルを短くしていく観点から、この赤文字で書いてお

りますが、いわゆる製造技術の確立と併せましてテスト的に実証を行って、その結果を性

能向上等にフィードバックするといった、テスト実証と言ってございますが、それをやる

ことによりまして、発電コスト全体の向上にも取り組んでいくといったフェーズを新たに

設けて、これによって、より実地でも通用する製造技術の確立を行っていきたい。こうし

たテスト実証をしっかり行っていくということが今回、追加、加速化するところの非常に

大きなポイントだと考えてございます。 

 あわせまして、そうした研究開発を踏まえた製造技術の確立を踏まえながら、製造プロ

セスの個別の要素技術の改善といったことに取り組んでいく必要もございまして、右側で

ございますけれども、様々なシチュエーションでフィールド実証を行うことで、まさに社

会実証を見据えた取組。これは特に需要家を巻き込み、また様々な施工会社も含めて、そ

うしたコンソーシアムなどを含めた形で取組に巻き込んでいくことは非常に重要だと考え

てございます。そうした様々なシチュエーションにおけるフィールド実証ということで、
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より早期の社会実証を目指していくといった３段ロケットをなるべく短いサイクルで回し

ていくことによって、2030年を待たずにギガワット級の生産体制、そしてそれを社会実装

できるような取組を需要家も含めて取り組んでいけないかと考えているところでございま

す。 

 15ページ目はそれぞれの金額面を含めたことを少し詳細に書かせていただいてございま

す。先ほど申し述べましたフェーズ１でございますけれども、既に80億円いただいてやっ

ているところでございますが、プラス30億円で特に大型化などを含め基金などを活用して

いくことに加えまして、国際的な性能評価などについての取組などもやっていくというこ

とを含めて増額をお願いさせていただいているところでございます。 

 また、②フェーズ２でございますけれども、テスト実証を様々やっていく中で性能向上

にもフィードバックするということで、こうした実体的な取組の中で製造技術の確立を行

っていくというサイクルを非常にスピーディーにやっていくこと。それは当然、発電コス

ト20円/kWhの目標の早期達成は変わらずでございますが、そこをより実現、実行たらしめ

るための目的の中でやっていければと考えてございます。 

 また、③フェーズ３でございますけれども、今後、公募も実際行っていくことになって

まいります。先ほど申し上げました拡充①、②につきましては、御議論もしくはパブコメ

を踏まえてお許しいただければ、契約変更等で取組を加速していくということ。また、③

につきましては、新規の公募となってまいります。様々なプレーヤーの方々、需要家の

方々を巻き込んだコンソーシアムも出てくると思いますので、こうしたものをしっかりと

社会実装に向けて取り込んでいくことが重要でございます。こうした需要家を巻き込んだ

取組の中で、様々なシチュエーションで耐え得るような実フィールドの取組を強化してい

くということを考えているところでございます。 

 今申し上げたところを詳細に文字にしたものが資料４でございますので、資料４につき

ましては、質疑等がありましたら少し御紹介させていただければと思いますけれども、私

ども担当課室からの説明は以上でございます。ありがとうございました。 

○高村座長  どうもありがとうございました。それでは、ここから討議に入ってまいり

ます。この間、委員名簿順にお１人ずつ御意見、御質問などをいただいておりますけれど

も、今回もそのような形でお願いしたいと思います。一巡御発言をいただいた後で、委員

の皆様からいただいた意見を踏まえて、さらに御発言があればいただくというセカンドラ

ウンドを回す形でやっていきたいと思っております。大変恐縮でございますけれども、時
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間の関係から、委員お１人３分程度で御発言をまとめていただけますとありがたく思いま

す。 

 それでは、早速ですけれども、植田委員から御発言をお願いできますでしょうか。 

○植田委員  承知いたしました。御説明ありがとうございます。 

 太陽光発電については、大規模な発電事業用がＦＩＴ制度の後押しを受けて一巡した中、

2030年までのさらなる高み、117ギガワット超といった導入目標に向けては、今回御説明

があったとおり、次世代太陽電池としての薄膜、軽量、フレキシブルといったペロブスカ

イト型太陽電池の技術開発をどんどん前倒しで進めていくことは極めて重要かと思います。

そういった意味で今回の御提案、加速、前倒しを含めて、さらに推進していくという提案

内容については賛成しております。 

 その上で２点、少し御意見をお聞かせいただきたい点がございます。１点目は、やはり

最終的なカーボンニュートラルを達成しようと考えますと、今後2032年以降に想定される

ようなＦＩＴ制度によって導入が進んだ発電事業用の設備、こういったものの設備更新や

アップグレードも迎えてくるのではないかと考えております。そうしますと、世界的には

こういった地上設置の発電事業用が主流でありますので、ここに向けた次世代太陽電池の

技術開発をやっていくべきではないか。これはエネルギーセキュリティといった観点でも

極めて重要かなと思います。 

 そうやって考えますと、現在、結晶シリコンが主流なわけですが、今後、１テラワット

毎年入れていこうという議論も世界では聞こえてくる中で、そういった太陽光発電のコス

ト低減は高効率化、長寿命化が非常に重要になってくると思います。先ほど動向の御紹介

にもあったとおり、高効率化のトレンドが、ここに来てペロブスカイトとシリコンのタン

デムというものが非常に高い注目を受けている状況だと理解しております。 

 したがって、質問としては、特に今回、フェーズ３で新たに公募をかけていく中で、非

常に注目度の高いＧＩ基金においても、次世代太陽電池の発電事業用といった観点でペロ

ブスカイトをコア技術としつつ、結晶シリコンとのタンデム化といった製造プロセスやフ

ィールド実証もフェーズ３の公募の中で支援していくお考えがあるかどうか。ぜひこうい

ったものは含めていくべきではないかというのが１点目です。 

 ２点目はシンプルに、これも御説明にあったとおり、サーキュラーエコノミーでペロブ

スカイトを普及段階に進める中では、やはり鉛を含んでいるという問題は避けて通れない

と感じております。その意味で今回、フェーズ１で基盤技術についても拡充する中で、こ
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ういった環境影響評価とか代替材料の可能性、またはそういった回収、リサイクルに向け

た社会システム構築といったものに向けた基盤技術も今後のフェーズ１といいますか、基

盤技術開発の中で取り扱っていくお考えはあるかどうか。この２点について回答いただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いします。 

○高村座長  ありがとうございます。今、植田委員から御質問がございましたので、事

務局からお答えいただくことはできますでしょうか。 

○能村新エネルギー課長  事務局でございます。２点御指摘いただいていると理解して

ございます。 

 まず１つ目が、まさに高効率というところで、タンデム型の可能性でございます。世界

を見渡すと、確かにオックスフォードＰＶをはじめとしてタンデム型も非常に研究開発が

進んでいるところでございます。我々としても当然、タンデム型についてもしっかりとそ

のスコープの中でいろいろと対応していく必要があると考えています。 

 現時点でタンデム型につきましては、ＧＩ基金プロジェクト以外でも対応しているとこ

ろでございまして、具体的にはＮＥＤＯの研究開発の中での支援を併せて実施していると

ころでございます。したがって、ＧＩ基金の中ではないのですが、政府としては全体とし

て取組をしているところでございます。 

 先生御指摘のフェーズ３のＧＩ基金の可能性というところも当然、視野に入れながら検

討していければと思ってございます。まずＮＥＤＯでのタンデムの取組も我々は別途、し

っかりと進捗を把握しながらやってございますので、その中でフェーズ３の可能性が出て

くれば、それはまた改めてこちらの御議論になると理解してございますけれども、ぜひこ

うした議論についてもチャレンジさせていただければと思っているところでございます。

しっかり様々な日本技術の可能性、また、タンデムも当然、世界での競争の中でやってお

りますので、こうした日本の取組をしっかりと後押しできるようなことについては、あら

ゆる政策手段を組み合わせながら取り組んでいきたいと思ってございます。 

 もちろん今回、フィルム型ですとか、いわゆる重いガラスを使えないところでの設置、

ある意味、マーケットが用途によって様々違うと思ってございますので、まさに先生おっ

しゃったように、野立ての入替えや、より高効率の発電が必要というところにおいてはタ

ンデムも視野に入ってくのかなというところでございます。そこについては、我々として

もマーケットと併せてどういう実フィールドがいいのかということについて、様々検討し

てまいりたいと考えてございます。 
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 一方で、御質問の中にはなかったのですが、サーキュラーとの関係で言うと、さらに一

歩、研究開発的な要素としては、いわゆる既存のポリシリコン型の太陽光発電に例えば寿

命が来て、それをリサイクルしていく中でペロブスカイトに組み合わせるようなこともで

きるかできないかと。今、そこは少しコストが高いのではないかというところで、どうし

ても新規のポリシリコン型太陽光発電プラスペロブスカイトのタンデム型が基本的には主

流になってくるわけですが、まさに先生御指摘のサーキュラーということを考えますと、

大量に出てくるポリシリコン型太陽光電池の中でも、まだ性能として使えるものをいかに

高効率にしていくのかといった観点も重要なのかなと思ってございます。そういうことも

含めて、ＧＩ基金ではないにしても、様々な可能性について、制度面も含めて、今、環境

省と連携して議論していますけれども、こうした取組もスコープの中に入れて検討してい

きたいと考えております。 

 また、後半のサーキュラーとの関係で御指摘いただきました鉛の話でございます。これ

については、まさにしっかりと回収していくモデル、これが鉛に対する対応も含めて重要

かなと思ってございますし、また、恐らくポリシリコン型太陽光は重いガラスでございま

すけれども、一方でフィルム型を中心としたペロブスカイト太陽電池であれば、回収もし

くは取替えも簡便にできるといったことなどもございます。そういう面では、サーキュラ

ーエコノミーの中でも非常に重要な太陽光、再生可能エネルギーの１つの設備になってい

くのではないかと思ってございます。 

 ある意味、鉛が弱点でございますので、しっかりルールをつくって、社会にとっても不

安のない形で御使用いただけるようなビジネスモデルなりルールをつくっていくことと併

せて、先生御指摘のような、いわゆる鉛以外の代替でございますけれども、例えばすずを

大体材料として取組をしているＧＩ基金の取組もございます。より鉛フリー、もしくは鉛

レスなものにしていくということを同時にやっていく必要がありますので、この研究開発

によって、なるべくそうした鉛を使わなくていい取組と、鉛があってもしっかりと社会の

観点から受け入れられるようなルールづくりをしていくことを併せて同時的にやっていこ

うと考えてございますので、先生御指摘のいずれのところも事務局としてしっかり承りな

がら取組を進めてまいりたいと考えてございます。 

 事務局からは以上でございます。 

○植田委員  御回答ありがとうございました。私としてはよく分かりました。 

○高村座長  ありがとうございます。それでは、続きまして、志村委員、御発言をお願
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いできますでしょうか。 

○志村委員  ありがとうございます。御説明ありがとうございました。今回の追加、加

速というのは、海外動向を把握された結果、前倒しが必要だという御判断の下、御提案い

ただいていると認識しておりまして、私も全く同様の理解でございます。かつ今回、必要

な措置をタイムリーに御判断いただけたのではないかと考えておりますので、賛成でござ

います。 

 その中で３点ほどコメントさせていただければと思います。まず、研究開発内容１つ目

の基盤技術開発ですが、製品評価試験等において日本の技術が正当に評価されることはと

ても重要と認識しております。特に国際競争力を確保していくところでも重要と考えてお

りますので、そういった観点からも今回、拡充いただくところは有意義かと思いますし、

今後の国際標準化に向けた議論で戦っていくためにも、ぜひ頑張っていただきたいと考え

ております。 

 研究開発内容の２なのですが、特に量産技術の確立に向けてテスト的に実証を行うとい

うところは、私ども金融機関としては高く評価させていただいております。これはもしか

したら今回の拡充の議論とは異なる点かもしれませんが、実際に企業が生産ラインを新設

するために投資判断を行うには、ある程度の需要の見通しが立たないと難しく、またこれ

は私ども金融機関が確認する内容の１つでもございます。 

 その点において、先ほどの経済産業省の御説明で、現在、政府のほうでも需要側の創出

について御検討いただいているお話だったのですが、国内で実績をつくることがひいては

海外への進出を後押しいたしますので、ぜひこの点においてもできるだけ速やかに議論を

進めていただければというところを付言させていただきたいと存じます。 

 最後に、研究開発内容③の実装ですが、これは本当に最終的に海外での競争に優位に立

つ上では、コスト以外にも導入実績が重要になってきまして、これを日本国内で早期に実

施いただくことが肝要だと思います。 

 特にペロブスカイトのような新技術を用いるプロジェクトの投融資は、耐久性も含めて

様々な問題がある中で、最終的には実績と、それに見合った補償が求められてくるのでは

ないかと考えます。そういった中で、いろいろな工夫をされるかと思いますが、実際に海

外のマーケットで特に求められているようなタイプの建造物において実証を進めていただ

くとか、実際に実証を行うにしても、短期ではなくて長期間のデータを取っていただき、

できるだけ耐久性を証明しフィードバックをいただくことによって迅速に進めていただく、
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そういったやり方もあるかと思いますので、実際に③を進めるところでは、少し工夫いた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

○高村座長  どうもありがとうございます。プロジェクトを進めていく際、大変重要な

御発言をいただいたと思います。時間の関係がございますので、委員の皆様に御質問を含

めて一巡全て御発言をいただいてから、その後で事務局に、場合によってはＮＥＤＯにお

答えいただこうと思います。それでは、続きまして、鈴木委員、お願いできますでしょう

か。 

○鈴木委員  鈴木です。もう既に出てきていることに重なってしまいますので、簡単な

コメントということでお話ししたいと思います。 

 競争力強化に向けて、基盤技術でさらなる性能の向上を図って、実用化事業で大型化、

量産化の技術を確立すると。その上で早期の実証事業を行うという３本の柱、いずれも内

容は結構かなと思っています。追加的措置で後押しして、ぜひ進めていただけたらと思い

ます。 

 特に実用化に向けてスピードアップは非常に重要で、ちょっと出遅れるといろいろ支障

が発生しますので、スピードアップのところはぜひ頑張って進めていただけたらと考えま

す。 

 私からは以上です。 

○高村座長  鈴木委員、どうもありがとうございました。それでは、続きまして、関根

委員、お願いできますでしょうか。 

○関根委員  ありがとうございます。２点ございます。 

 まず全体として、日本で生まれ育ったペロブスカイト太陽電池をロールtoロールでつく

っていく技術というのは、私としては非常に重要だと考えております。こういった重要な

ものを政府が後押ししてどんどん進めていく、これは大いにやっていただければと思って

います。 

 その上で２点、念頭に置いて進めてほしいと思っております。１つは、このビジネスが

仕上がったとき、誰が出口で待っているかということです。誰が使ってくれるのか。これ

を常に考えた制度設計並びにビジネスを行っていく必要があるやに思います。御存じのよ

うに、ともすると日本の製造業は技術オリエンテッドでいいものをつくるのは得意なので

すけれども、ビジネスで負けるケースが多々ございます。例えば、過去の太陽電池、二次

電池、液晶、半導体、枚挙にいとまがないかと思います。こういう轍を踏まないよう、ぜ
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ひ勝てるビジネスになるような全体的な仕掛けを考えてほしいということです。 

 ２つ目は、海外競合の動向です。例えば、二次電池やＥＶなどは発展途上ですね、など

と言っているうちに、あっという間にＣＡＴＬやＢＹＤが世界を制して、とてつもないマ

ーケットをつくっています。また、情報通信の世界ではStarlinkのようなものが、ちょっ

と目を離した隙に世界中をしっかりとカバーしているような、言ってみれば、気づいたら

手遅れという状況が既にいろいろな分野で出てきております。 

 この分野も研究者の母数の数では、例えばお隣の中国と日本では恐らく数十倍、数百倍

という数の研究者があちらにはおられて、物量では圧倒的に負けているというか、勝てっ

こないような状況の中で、日本発の技術をどうやって育てて、どうやってビジネスにつな

げ、それをしっかりと世界のマーケットに入れていくかということを考えていただければ

と思います。 

 以上です。 

○高村座長  ありがとうございます。それでは、竹内委員、お願いできますでしょうか。 

○竹内委員  ありがとうございます。御説明いただきまして、ありがとうございました。

先ほど志村委員もおっしゃったように、私も追加という部分は、これまでやってきた部分

を生かすところでもありますので、基本的に賛成させていただきます。それ以外で重複の

ないところで簡単にコメントを申し上げたいと思います。 

 ペロブスカイト、次世代型太陽光発電の技術に対する国の支援はなぜやっているかとい

うところから考えたいと思うのですけれども、日本の太陽光発電の導入を進めるためには、

国土の狭さであるとか山がちであるといった制約から、我が国がこの技術を必要とするの

は確かだと思いますけれども、ここまで国費を投じている意義は、産業として育成するこ

とで我が国の経済成長につなげる、要はチャンスを生かすということだろうと思っており

ます。そうしますと、要は国際マーケットで売れる必要があるということだと認識してお

ります。 

 ただ、基本的に土地制約等によって、この技術を必要とする国がどれぐらいあるかとい

うところは、やはり冷静に見なければいけないと思います。既存の太陽光の技術に取って

代わるということであれば、それと同等のコスト競争力、もちろんこのコスト競争力は施

工から廃棄まで含めたトータルのコストですので、次世代技術の優位性が生きる部分もあ

ると思いますけれども、いずれにしてもこのコスト競争力を同等ぐらいまでにする必要が

あると思います。 
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 タンデム型等への注目も集まりつつあることは承知しているのですけれども、コスト競

争力で既存技術と肩を並べるといったところで、こうした市場の開拓を目指していくのか、

あるいは次世代型技術でなければできないようなマーケットを開拓する、例えばなのです

けれども、自動車の上に設置して、モビリティーとユーティリティーの融合を進めるキー

にしていくことを目指すのかといったようなところ。これは、もし後者であるとするなら

ば、それはそれで別の支援策を考える必要があるのかなというところ。ここら辺をどうお

考えかというところはお伺い申し上げたいと思います。 

 産業育成という観点に立ちますと、当初勝つだけではなくて、やはり勝ち続けてもらわ

なければいけない。既存太陽光についても、当初は政府のバックアップもあって、日本企

業がリードするわけですけれども、あっという間に中国、台湾の企業等に抜かれる。その

段階になると、相当の普及段階になってきていると思いますので、国の支援といったとこ

ろよりは、特に産業の努力になってくるのかもしれませんけれども、やはり政府の果たす

役割は小さくないのだろうと思います。これまでの経験の分析をぜひ官民で活かして、勝

ち続けていただきたいということ。これはお願いベースになります。 

 最後に、ちょっと嫌なことを申し上げるのですけれども、国際マーケットでの勝負を考

えたときに、我々としても勝てるプレーヤーに特化して支援していくことが必要になって

こようかと思います。経産省さんとしては、コスト目標をセットして、これに到達しなけ

れば支援打切りもあり得るということは当初からおっしゃっていただいているわけですけ

れども、それを待たずしても、だんだん勝敗が見えてくることもあろうかと思います。そ

の際にどうするのかという部分。ちょっとここはお伺いしておきたいと思うところでござ

います。この点は御質問でございます。 

 私からは以上でございます。 

○高村座長  ありがとうございました。それでは、藤田委員、お願いできますでしょう

か。 

○藤田委員  御説明ありがとうございました。 

 グリーンイノベーション基金の中でも国産ペロブスカイトは非常に重要なところで、国

際的にも負けられない分野かなと認識しています。海外が非常に多額の開発費でどんどん

進んでいるところで、国内でこれまでに採択した大手企業、もしくはスタートアップに対

しての追加開発支援は非常にいい判断ではないかということで、賛成させていただきたい

と思っています。 
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 一方で、金額がプラス150億円ということなのですけれども、果たしてこの150億で足り

るのかどうかというのが今後、毎年毎年のマイルストーンを見ながらの検証が非常に重要

かと思っていまして、追加でさらに必要になっていくような場面が出てくるようであれば、

柔軟な対応が必要かなと思っています。 

 最後に、３つ目のところで、空港ですとか高速道路といったところで実証の場所を広げ

ていくということでした。ビルですと東京都内は非常に高いビルもありますけれども、設

置も結構大変そうだと思いますが、地方の大型の展示場ですとか、もしくはＪリーグ、Ｂ

リーグ、いろいろ基準が変わって、大型のスタジアムが長崎、広島ほか各地に出てきます

けれども、こういったスタジアムもしくは自治体などとの連携もしながら、場所をどんど

ん広げて実証していければと思っております。 

 以上です。 

○高村座長  ありがとうございました。それでは、松井委員、お願いできますでしょう

か。 

○松井委員  松井でございます。ありがとうございます。皆さんにおっしゃっていただ

いたので、簡単にコメントだけさせていただければと思います。 

 まず、当初の段階から耐久性と長寿命化が実用性を高めていく上で大きなポイントだと

いうのは申し上げてきておりましたので、今回の全体的な方向については賛成をさせてい

ただきたいと思います。国際競争の話も皆さんされていましたけれども、そういったとこ

ろも含めて、早期に事業化を進めていただければと思っています。 

 １点、植田先生もおっしゃっていた環境影響評価の絡みなのですけれども、ファイナン

ス、外部の投資家を集めていく上では、そういった環境影響評価ですとか技術評価が重要

であると。第三者が見て、ちゃんとお墨つきを与えるところが非常に重要だという話は冒

頭から申し上げてきたところでございますので、今回、期間と金額をフェーズ１で追加さ

れておりますけれども、こちらも念頭に置いて、事業化のスピードに負けないように、こ

ちらの標準化、制度評価の方法の確立も進めていただければと思っています。 

 私からは以上でございます。 

○高村座長  ありがとうございます。それでは、最後になりますけれども、松本委員、

お願いできますでしょうか。 

○松本委員  ありがとうございます。御説明いただきまして、大変ありがとうございま

した。 
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 各国における開発競争が非常に激しさを増しております。本プロジェクトの開発が後れ

を取るのではないかと懸念していたところですので、今回、追加的な取組を行うことに賛

成したいと思います。 

 現在、諸外国におけるペロブスカイト開発の動向について５ページにお示しいただいて

いるように、中国、イギリス、ポーランド、スイスやアメリカなどで研究開発が進められ

ております。私が調べた中でもフランスとイタリアの研究チームによるＰＳＣ、Ｓｉタン

デム太陽電池の開発、またシンガポール、サウジアラビア科学技術大学でもＳｉタンデム

太陽電池の開発が進められていますので、各国における研究開発が積極的に進められてい

る状況と思います。 

 また、先ほど関根委員からもお話がありましたが、日本に比べて10倍以上の研究者を擁

していると言われている中国においては、今年度、2023年度の国家重点研究開発計画にお

ける研究プロジェクトとしてペロブスカイト、Ｓｉタンデム太陽電池、ペロブスカイト薄

膜太陽電池の重要技術と製造装置などを挙げております。 

 このように積極的に各国が取り組む中で、14ページ、15ページにありましたように、実

証フェーズにおける拡充ということで、追加的な措置を行うことにも賛成したいと思いま

すが、当初からこのプロジェクトに関わっている企業をコンソーシアム的に連携させて公

募することはできるのでしょうか。 

 それから、サプライチェーンへの配慮も不可欠だと思います。開発競争が非常に激しさ

を増す中、サプライチェーンの配慮を行うことで日本企業が有利になる可能性があるかと

思います。実際に投資家が商品を購入したり、企業を投資したりする上で、人権侵害や環

境破壊に加担しているものは避けたいという流れがありますので、企業においては責任あ

るサプライチェーンマネジメントが求められると思います。この点もぜひ、本プロジェク

トに関わっている企業にもしっかり頭に置いていただきたいと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○高村座長  ありがとうございます。今、一巡、先生方から御発言をいただきました。

植田委員からの御質問については既に能村課長からお答えいただいておりますけれども、

続く委員の御発言、一部質問もあったかと思います。事務局あるいは担当課から御回答、

もしよろしければお願いしたいと思います。 

○能村新エネルギー課長  担当課でございます。新エネルギー課長の能村でございます。 

 各委員から、特に実証を含めた対応についてスピーディーにやっていくこと、また早期
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にやっていくことにつきまして、特に各国との競争の中で国際マーケットを見据えたシチ

ュエーションで様々な御示唆をいただきました。ありがとうございます。 

 志村委員からも、特に国際マーケットを見据えて、海外に求められるようなタイプも含

めて実証などをやっていくことなどについて御示唆いただきました。我々もそこからのデ

ータをフィードバックし、将来を見据えたバリュエーションの中で、フェーズ３も含めて

完結できればと思ってございます。また、設計を詳細に考えていく上で参考にさせていた

だきたいと思ってございます。 

 また、鈴木委員からも、特に実用化のスピードに出遅れないようにということでござい

まして、今年スピードアップしていくという観点からは、テスト実証を早期にやっていき

ますし、実証の第３フェーズのところも、今年度中になるべく早く取り組んでいきたいと

思ってございます。先ほど中国の動きを御紹介などもさせていただきましたが、各国しの

ぎを削って、テスト実証的なことですとか取組を強化していますので、まさに日本におい

ても先駆けでそういった取組ができるように、しっかりと取り組んでいきたいと思ってご

ざいます。 

 また、関根委員から、出口志向ということで、まさに我々はＦＩＴ制度も運用している

課室でございますけれども、その中で2010年代初頭におけます日本の太陽光パネルの事実

上の撤退を見てきた立場でございますので、その反省を踏まえた上で、まさに今回、一気

呵成の政策も取り組んでいるところでございます。 

 先生におっしゃっていただいたような出口志向、マーケットインという志向も当然考え

てございますし、また後半おっしゃっていただいたような海外動向を見ながら、手遅れに

ならないようにと。これは鈴木委員からも同じような御指摘をいただいたところでござい

ますけれども、そういう中でしっかり取組をやっていければと思います。 

 研究者の数では確かに負けているところがありますけれども、実際には製造に至る様々

な関連する産業の分厚さですとか、またシステムとしてやっていく上で関係する企業の連

携については、日本はまだまだ強みがあると思ってございます。それをラストチャンスと

捉えて、しっかりと取組を進めていきたいと思ってございます。 

 その中で、竹内先生からありました、いわゆる国費を投入していく上では、産業投資と

いう観点で当然、国際マーケットを見据えているのだろうということで、まさにそのとお

りでございます。加えて申し上げれば、やはり国内におけます投資の流れ、国内における

サプライチェーンを含めた投資支援、もしくは投資の喚起をやっていく中で、さらに国際
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マーケットを狙っていくと考えてございます。 

 その上で重要なのが、まず必要十分条件ではないのですが、先生がおっしゃったような

コストのところでは、いわゆる今のポリシリコン型に対抗していくような競争力がまず必

要条件だと思ってございます。ここの価格差、最初はあると思いますが、そこをなるべく

早期にシリコン型のものと同等に持っていくのだというところ。 

 また、製造という断面だけで見れば、ロールtoロールを含めて、製造コストだけ見れば、

より安くできる、またトータルの仕上がりを見て、それがトータルの面でもしっかりシリ

コン型と競争していけるような水準が必要条件だと思ってございます。 

 あわせて、十分条件というか、先ほど関根先生におっしゃっていただいたように、マー

ケットはどこを狙っていくのかは極めて重要だと思ってございます。これについては今、

ＧＩ基金で採択した企業によっても当然、マーケットは異なっておりますので、このマー

ケット、需要家の掘り起こし、出口というところと、実際そこのマーケットが拡大する規

模の見込みも含めて、ある意味、そういった出口を見据えながら、それぞれのプレーヤー

の方々の取組をいかに後押ししていくのかということについては、選択的、戦略的に狙っ

ていく必要があるのではないかと思ってございます。先生おっしゃったことは、Ａ or Ｂ

ではなくて、必要十分的にしっかりと両方考えていく必要があるのかなと思ってございま

す。 

 その中で、みんなその世界に到達できるとは必ずしも思っておりませんので、厳しいコ

スト競争ですとかマーケットの拡大見込みなど、一方でしっかりと客観的に、冷静に分析

していく中で、ある意味、支援の特化というか重点化も当然、必要的に発生すると思って

ございます。２つ目に質問いただいたとおり、どうしていくのかと言われれば、まさにそ

うした中で選択的、もしくは重点化していく局面は近く来るのではないかと思ってござい

ます。そういう中でどういうものを戦略的に重点化、特化していくのかということを政府

内でもしっかり議論し、またこの委員会におきましてもお諮りさせていただければと思っ

ているところでございます。 

 藤田委員からは、150億で足りるのかといった、我々担当課としてみればエールをいた

だいた御指摘もいただいてございます。まずは今回の増額分について、世界の競争に負け

ないようにということで、しっかり最大限活用させていただくことが前提ではございます

けれども、より必要な局面があれば、柔軟な対応は当然、担当課室としては考えていきた

いと思ってございますし、先生がおっしゃったように、自治体ですとか様々な地方の需要
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も含めたバリュエーションの用途については、我々としてもフェーズ２、３含めて考えて

いきたいと思ってございます。 

 松井委員からも第三者的な視点から環境影響、技術的な評価を含めてしっかりと客観的

なお墨つきが必要だということでございました。第１フェーズのところも毎年度、必要性

についてはしっかり検討してまいりますけれども、こうしたビジネスの展開に合わせて、

第１フェーズでやっていきます基盤的な話、標準化みたいなところも両輪でやっていく必

要があると思ってございます。特に国際的な標準については、すぐに取組に動いていくと

いうこと。また、仲間づくりということで国際的な連携も政策当局を含めて連携を深めて

しっかりと進めていきたいと考えてございます。 

 最後に松本委員から、世界を見据えた非常に多角的な御指摘をいただいてございます。

ありがとうございます。また、中国やポーランド、イギリス以外にも先生おっしゃったよ

うなフランスですとかイタリアなどの取組、またシンガポールの御指摘もいただきました。

そういう中で、まさに世界の中で非常に関心の高い技術でございますし、様々な研究者、

機関がしのぎを削って取組をしているところでございますので、コストをいかに安くしな

がら、かつ戦略的にどのマーケットを考えていくのかという極めて重要な局面をこれから

迎えてくるということでございます。 

 様々な実証フェーズの取組を加速していくことが今回の議論テーマでございますが、先

生の御質問にもありましたとおり、既存のプレーヤーが様々な需要家等を含めたコンソー

シアム、これは当然重要だと思ってございますので、フェーズ３ではこうした取組もしっ

かりと採択できるような設計を詳細に考えていきたいと思ってございます。 

 また、先生がおっしゃったように、ペロブスカイトにつきましては、いわゆるポリシリ

コンフリーといったサプライチェーンが構築できることもございますので、サプライチェ

ーンマネジメントの観点からも、より完結できるような再生可能エネルギーの設備ではな

いかと思ってございます。サプライチェーンマネジメントの観点からも、もしくはサプラ

イチェーンを特定国に依存しないといったリスクマネジメントの観点からも優位性のある

ものだと思ってございますので、日本の技術が実用化し、国際マーケットにもしっかりと

アドレスできるような取組を政府、そしてＧＩ基金を使って各企業の皆さん方、産総研な

どの関係するプレーヤー、ＮＥＤＯの方々と連携しながら、着実かつスピーディーに取り

組んでまいりたいと思ってございます。 

 担当課からは以上でございます。 
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○高村座長  ありがとうございます。事務局、あるいはＮＥＤＯから御回答、御発言ご

ざいますか。 

○笠井室長  事務局でございます。竹内先生からいただいた御指摘について事務局の観

点で少しだけ御説明申し上げたいと思います。 

 特に勝てるプレーヤーに支援をどう集中していくのかという観点で御指摘いただきまし

た。これは極めて難しい御指摘であると同時に大切な観点だと考えてございます。 

 制度全体として申し上げますと、１つは、ステージゲートというところでしっかり技術

的な水準とか進捗を見極めまして、これに到達しないものについては中止していくという

仕組みを入れ込んでおりますけれども、同時に技術面だけでなくて、まさにビジネスの状

況とか競争の動向をしっかりと踏まえながら、残念ながらこれは苦しいという場合には、

撤退していくということも重要なのだろうと考えてございます。 

 そういう意味で、我々政府側だけで勝手に決めることは難しい面があるのですけれども、

一方で、この基金事業全体としては、フェーズが上がっていくにつれて次第に補助率が下

がるという仕組みを入れています。つまりは、企業側の負担が増えていく仕組みの中で、

自社の競争力をしっかり捉えながらこの事業を続けていくのがいいのかどうかということ

を御判断いただく。それを我々としても促していく。そのために必要なデータとか情報も

ちゃんと集約していく。こういう活動の中で、ある意味しっかりとした取組に集中的な投

資ができるような運用をしていくことが重要かなと思ってございます。 

 この点、極めて難しい課題ではあるのですけれども、基金事業を立ち上げたときからそ

ういう仕組みをしっかりとワークさせていかなければいけないという問題意識でやってき

ているところでございまして、これは我々としても御指摘を踏まえて運営していけるよう

に取り組んでまいりたいと考えてございます。どうもありがとうございます。 

○高村座長  ありがとうございます。ＮＥＤＯさんから何かございますでしょうか。 

○弓取オブザーバー  ＮＥＤＯ、弓取でございます。本日はありがとうございました。 

 色々コメント頂いた中で、性能の向上は技術開発上もちろん重要なのですが、今日いろ

いろと御指摘いただいた中で、性能評価技術は誰のための評価技術なのか、誰に納得いた

だくための評価技術なのか、そのユーザーはどこにいらっしゃって、どんな点に着目され

ていらっしゃるのか、そういったことをよくよく考えながら、性能評価技術の開発を行っ

ていきたいと考えております。 

 もちろん、その中には御指摘にあった環境影響に関する取り組み、例えば欧州に出して
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いく場合、これが非常にクリティカルなイシューになっていきますので、こういった点に

ついての取り組みも検討していきたいと考えております。 

 また、私どものマネジメントツールの中に公募プロセスであるとか委員会というものが

ございますので、そういったマネジメントツールを大いに活用しながら、注文もつけ、ま

た勝てるプレーヤーをより強くしていくようなマネジメントを実施させていただきたいと

思います。その上で、私どもの他の事業で実施しておりますタンデム太陽電池についても、

ＧＩ基金とのシナジー効果を発揮できるよう、情報共有あるいは委員とのコメントの共有

であるとか、そういったことも考えてまいりたいと考えます。全体として今、総じて順調

にいっております。 

 以上でございます。 

○高村座長  ありがとうございます。予定の時刻を過ぎておりますけれども、今、事務

局、担当課、そしてＮＥＤＯから御発言いただきました。委員の皆様から追加、あるいは

フォローアップの発言、御質問ございましたら、Webexの手挙げ機能をお使いいただいて

お知らせいただければと思いますが、いかがでしょうか。御発言を御希望の委員はいらっ

しゃいますでしょうか。――よろしいですか。ありがとうございます。 

 今、各委員から御発言をいただきました。委員の先生方から様々な事業の充実に向けて

の御意見、御示唆をいただいたと思います。しかし、いずれにしてもこの分野の研究開発

内容を充実させること、そして今回御提案いただいていますけれども、新たな実証事業に

ついて公募を進めたらどうかという御提案について、その必要性、重要性については皆様

一致し、賛成していただいているかと思います。 

 幾つか大変重要な御指摘をいただいていると思っていまして、量産化、あるいはそれを

通じたコスト低減の課題、国際的な競争にいかに優位性を保ち勝っていくかという点につ

いても様々な御示唆をいただきました。志村委員をはじめ、やはり国内市場、需要をつく

っていくことの必要性、これはカーボンニュートラル、あるいはネットゼロに向けた関連

政策ですとか、あるいは買取り制度をはじめとした再生可能エネルギー政策との連結、連

動が必要になってこようかと思いますし、担当課からも御説明がありました。 

 その観点から、関根委員がおっしゃいましたけれども、やはり出口を意識した新たな研

究開発、今回の実証事業というのはそういう価値がある事業だと思います。担当課からも

御説明がありましたけれども、やはり日本の分脈においては、とりわけ建築物一体型の太

陽電池の導入、それを支える技術というものを、そういう意味では出口を意識して検討す
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ることが必要だと思いますし、今日、委員の中からはインフラ一体型という御示唆があり

ました。そうした異業種の連携ができるコンソーシアムの形成を促して推進していくこと

の必要性は、おおむね委員の皆様方一致していたところかと思います。 

 もし追加で御発言の御希望がございましたらお知らせいただきたいですけれども、よろ

しいでしょうか。 

 それでは、今回の研究開発・社会実装計画につきましては、本日、委員の皆様からいた

だきました御意見を踏まえて、プロジェクト担当課が事務局と調整をしていただいて、必

要に応じて修正を加えて、最終的に決定していくプロセスになってまいります。もし御承

認いただけるようでしたら、本日いただいた御意見の反映につきまして、事務局との調整

につきましては私に御一任いただくことはできますでしょうか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは、もし御異議の声がなければ、今申し上げましたよう

に、研究開発・社会実装計画に反映させることにつきまして、私が事務局と調整してまい

りたいと思います。どうもありがとうございます。 

 それでは、最後ですけれども、事務局から連絡事項についてお願いできればと思います。

よろしくお願いいたします。 

○笠井室長  本日も御議論いただきまして、ありがとうございます。今後のスケジュー

ルについてですが、次世代型太陽電池の開発プロジェクトにつきましては、先ほど座長か

らございましたとおり、委員からいただきました御意見、それから今現在実施しておりま

すパブリックコメントで提出された御意見、これらを踏まえまして、座長と調整の上で必

要に応じて修正を加えて、最終的には経済産業省として決定し、公表することを予定して

ございます。この決定後、先ほど説明にありましたとおり、既存の実施企業との契約変更

ということで、拡充していく部分についてはその手続を進めてまいります。また、新たに

公募を行う部分につきましては、準備ができましたところで公募を開始していくことにし

たいと考えてございます。 

 また、パブリックコメントは現在実施中でございますけれども、こちらに提出されまし

た意見につきましては、この会議のホームページに公表させていただくことにしたいと考

えてございます。 

 また、既に組成されているプロジェクトについてのモニタリングも引き続き進めていく

予定にしてございます。また詳細は別途、事務局より御連絡させていただきますので、ど
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うぞよろしくお願いいたします。 

 以上になります。 

○高村座長  ありがとうございます。それでは、本日の産業構造審議会グリーンイノベ

ーションプロジェクト部会グリーン電力の普及促進等分野ワーキンググループの第６回会

合を以上で閉会としたいと思います。大変お忙しい中、委員の先生方にはお集まりをいた

だき、どうもありがとうございました。以上で閉会とさせていただきます。ありがとうご

ざいます。 

 

                                 ――了―― 

（お問合せ先）  

産業技術環境局 エネルギー・環境イノベーション戦略室 

電 話：03-3501-1733 

ＦＡＸ：03-3501-7697 


